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今回は、酪酸発酵したサイレージを給与した際に生じる事例について紹介します。サイレージを利用されてい
る農家は沢山いらっしゃると思います。サイレージが、もし酪酸発酵していたら検定成績はどのようなものとな
るでしょうか？「変だな」と思ったら、すぐに給与を止めサイレージの検査を受けることなどはもちろん大切で
す。しかし、大丈夫と思っていても、もし検定成績表が今回紹介するような様子を示していたら、酪酸発酵も疑
ってください。酪酸発酵サイレージは、ケトーシスを引き起こすことでも知られていますので、ケトーシスにつ
いても紹介します。
また、現在、乳用牛群検定全国協議会で進めているBHB（βヒドロキシ酪酸）の測定に関する新しい牛群検定
の試験についてもあわせて紹介します。

1　酪酸発酵サイレージ

サイレージはトウモロコシ等の飼料作物を切断しサ
イロに詰め乳酸発酵させたものです。高品質なサイレ
ージは乳酸発酵が順調に進み、鮮やかな黄緑色となり
不快感のない甘酸っぱい臭いとなります。ペーハー
（pH）も下がり酪酸菌やカビも発生しません。
一方で、刈取時期や施肥、水分、切断長、加圧、密
封などが適切でない場合に酪酸発酵を起こします。不
良発酵のため原料草のタンパク質も分解されアンモニ
アを発生させ、暗緑色の不快な臭い（酪酸臭とアンモ
ニア臭）を発します。酪酸臭とは銀杏に含まれる臭い
で、アンモニアは尿等に含まれる臭いです。もちろ
ん、嗜好性は下がり栄養価も低くなります。目と鼻で
見分けるのも大事ですが、最近は飼料分析を行う機関
に依頼すればVスコア（注）等の測定も出来るので、開封
給与前には余裕をもって検査を受けることも必要です。

（注）Vスコア
サイレージの評価方法、酪酸やアンモニア態窒素
等を測定し評点化したもの、一般に100 ～ 80点が
良好、80 ～ 60点が可、60点以下が不可とされて
います。
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新しい牛群検定成績表について（その58）
－酪酸発酵サイレージによるケトーシス－

2　ケトーシス

酪酸発酵した品質の悪い飼料を与えた場合の代表的
な疾病がケトーシスになります。
ケトーシスは、図 1の写真のとおりひどく削痩し、
元気や食欲もなく群から孤立してボーと立っているこ
とが多く、近寄るとツーンとした果物が腐ったような
臭い（ケトン臭）がして乳量は著しく減退します。
そのケトーシスには、その発生メカニズムから図 2
のとおり 3つの型があります。いずれのパターンであ
ってもエネルギー不足による代謝障害により体内にケ
トン体が蓄積した状態です。そのメカニズムを図 3に
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示しました。高泌乳牛や乾乳期の過肥により発症する
ことが多い病気ですが、酪酸発酵したサイレージを給
与した場合も、ルーメンから吸収した大量の酪酸がケ
トン体に転換され、ケトーシスとな
ります。多くのケトーシスは分娩後
6週目くらいまでに発生しますが、
酪酸発酵したサイレージによるケト
ーシスの場合は乳期を通じて発症し
ます。また、発症しなくとも潜在性
ケトーシスとして著しく生乳産性を
落とします。

3　検定成績表の特徴

酪酸発酵したサイレージを給与し
た場合の典型的な検定成績表を図 4
に示しました。ケトーシスの傾向が
あるときは、乳脂率が高く、乳蛋白
質率が低くなります。そのため、検
定成績表ではＰ／Ｆ比（乳脂率と乳
蛋白質率の比）が0.7を下廻る牛が
多くなります。何故このようなこと
になるか、図 5の飼料成分と乳成分

の関係で説明します。
乳中の乳脂肪は、飼料中の飼料由来の酢酸と酪酸が

原料になっています。そこへ酪酸発酵したサイレージ
が入ってくると直接酪酸を与えている状態がおこりま
す。さらに牛が激やせすることで、体脂肪動員がドン
ドンで増すので、乳脂率は 5％以上と上がる一方とな
ります。
反面、乳蛋白質率は、微生物により作成されますの

で、エネルギー不足で微生物が減れば、乳蛋白質率も
下がります。また、前述したように酪酸発酵は、原料
草の蛋白分を分解してしまっているので、乳蛋白質率
は下がる一方となります。その結果、Ｐ／Ｆ比は下が
り0.7以下となります。Ｐ／Ｆ比の一般的な見方は図 6
にまとめましたので、ご参照下さい。
個体別のケトーシス（図 2Ⅰ型やⅡ型）は、分娩直

後から数週間に表れることが多いものです。しかし、
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今回取り上げている酪酸発酵したサイレージによるケ
トーシス（図 2Ⅲ型）は、図 4のように分娩後日数を
問わずに、ほぼ全頭に前述の症状がおこります。乳脂
率の棒グラフが振り切れるほど高く、成績表の上から
下まで続きますから、どなたでも異常に気づく状態と
なります。
また、同時に、良い発情も来ないため繁殖が遅延
し、体細胞数も上昇し乳房炎に罹患しやすくなるの
で、検定成績表からこういったことを読み取ることが
できます。

4　対処

症状がひどい場合は獣医師の治療を受けて下さい。
Ⅰ型、Ⅱ型のケトーシスであれば、個別なので個体管

理での対応が可能と思います。問題は、今
回例にしたⅢ型の酪酸発酵サイレージに起
因した場合です。ほぼ全頭に図 4のような
現象が現れるので、仮にサイレージを廃棄
しなければならない場合、生産に要した費
用が無駄になるだけでなく廃棄に要する新
たな費用も必要となってしまいます。
廃棄せずにすむようにするには、粗飼料
分析を受け、Vスコアなどの検査により、
酪酸含量がどれ位なのかを把握することで
す。酪酸含量が軽度であれば、酪酸含量を
1頭あたり100g以下になるように計算し
て他の飼料と混合するようにして下さい。
また、アセチルCoAは、エネルギーがあれ
ばケトン体にならないので、糖蜜のような
ものを加えるのも効果的と言われていま

す。また、何度かに分けて給与することでまとめ食い
を避けるなどの工夫して下さい。そして、最も大事な
のは廃棄を出さないように、サイレージを作る場合
に、しっかりした調整（天候、細断、踏圧、密封等）
を行うことです。
 

5　新しい牛群検定

酪酸発酵したサイレージについてケトーシスと絡め
た検定成績表の活用を紹介しました。ケトーシスをＰ
／Ｆ比から見てみる方法は、牛群検定としてはある意
味基本に立ち返った方法であります。
現在、乳用牛群検定全国協議会では、ケトーシス関
連で新しい試験（一部地域では本格実施）を行ってい
ます。図 3に示したケトン体中のBHB（βヒドロキ
シ酪酸）を、直接、牛群検定用の乳成分サンプルから
測定出来ないか、という試験です。ケトン体は血液に
より全身を駆け巡ります。当然、乳房にも流れ込み牛
乳中にも混入することが知られています。そこで、牛
群検定の乳成分サンプルからも、血中のケトン体も推
定できるわけです。ケトーシスにとって、Ｐ／Ｆ比は
あくまで間接的な指標でしかありません。そこで直接
BHBを測定できれば、その精度には大いに期待でき
ます。また、潜在性のケトーシスや、飼料エネルギー
の過不足まで推察出来る可能性があります。これは現
在、試験中ですので、まとまり次第牛群検定に取り入
れていきたいと考えています。

図 5

図 6

19  − LIAJ News No.174 −


